☆★千葉マリンマラソン☆★ 　　1月18日（日） 
■ハーフマラソン＝＝＝＝ 
　1時間10分35秒（公式タイム）　宮里昌寛（4年）　自己新！ 
※びわ湖毎日マラソン標準記録（ハーフ1時間10分00秒）を目指しての出場でしたが、惜しくも35秒届かず。 （コーチ・小西）

☆★神奈川マラソン☆★ 　　　2月1日（日） 
■ハーフマラソン＝＝＝《手元タイム》 
　1時間09分14秒　柱　　欽也（3年） 
　1時間09分19秒　瀬川　陽平（2年）　自己新！ 
　1時間10分41秒　槻澤　　翔（1年）　初ハーフ！？ 
　1時間10分46秒　小山田典洋（2年）　自己新！ 
　1時間19分50秒　金子　政春（2年）　※ペース走として出場
· ほとんどの選手が先週の館山マラソン（ペースランナーで出場）を走った中での出場。 前半から速い入りも、後半は大きく崩れることなく現在の力は出し切りました。 コース戦略、風対策など小さい課題はありますが、立川ハーフマラソンに向けて、大きな自信を得るレースとなりました。（コーチ・小西）

館山若潮マラソンのペースランナーとして出場！！

1月25日（日）、千葉県館山市で開催されました第29回館山若潮マラソンのペースランナーとして長距離選手6名が参加しました。この大会は制限時間が5時間30分と緩やかで多くの市民ランナーにとって完走を目指せるため、今年も総勢約5700名が参加しました。

そんな中で、3時間ペース小山田（2年）・槻澤（1年）、3時間半に宮里（4年）、4時間に小西コーチと三代川（3年）、4時間半に瀬川（2年）、5時間に柱（3年）がペースランナーとして出場し、多くの市民ランナー達を励ましながら先導し目標タイムでゴールさせてあげる事に貢献しました。日頃のレースでは自分のことだけを考え走っていた選手たちにとって、周りのランナー達を気遣いながらのレースを経験し良い勉強となりました。また、一行は前日の前夜祭より参加し金丸謙一館山市市長はじめとした主催者や多くのランナーより歓迎を受けました。

なお、このマラソン大会は金コーチの紹介により参加させてもらいました。金コーチはゲストランナーとしてマラソンを3時間40分程度で走破しました。（監督・上阪）
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